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めっかりもうさん！

編集発行 熊毛支庁農林水産部農政普及課     (年３回発行)
西之表市西之表7590(TEL22-0053,22-0742/FAX22-1729)

普及活動 この１年 本年度は，令和最初の年度となる中，

熊毛支庁農政普及課は，種子島の現

状を踏まえた２つの課題を設定し，活

動してきました。今回はその一部を紹

介します。

新規就農者の定着を図るための現地検討会，女性農業者の経営・地域参画を促す研修

会，法人化に向けた研修や個別経営相談等を実施し，青年農業者や女性農業者の組織活動

を支援しました。
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１ 種子島地域の農業を   

支える担い手の確保
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さとうきびを中心にした地域の適期・適切な作業実施の体制づくりや，農地の担い手

への農地集積に向けた話し合い活動を支援しました。

○茶の生産安定技術の確立

品種に応じた栽培・製造技術の改善に継続して取り組んでいます。また，農薬散布量の削減

や，これからの茶工場運営のあり方検討等の新たな取り組みを開始しました。
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○果樹の新技術・新品種の導入

種子島の果樹は気象に左右されやすいことから，マンゴーは着花・着果等の生産安定対

策，たんかんは樹勢の強いﾄﾛｲﾔｰｼﾄﾚﾝｼﾞ台木への改植と育成を中心に支援しました。
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２ 競争力ある種子島農業リノベーション（革新）  
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○肉用牛・酪農生産基盤の維持

肉用牛及び酪農生産基盤の維持のため飼養管

理改善や規模拡大志向農家の規模拡大支援，自

給粗飼料確保のための対策を実施しました。
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○活力ある花き産地の育成

レザーリーフファンやフエニックスロベレニー

の高品質・安定生産とJA花き組織強化に向け

て支援しました。

フエニックスロベレニー栽培向上検討会

種子屋久農協花き振興会設立総会

（各市町のＪＡ花き組織の統一）

種子屋久農協レザー出荷目揃え会
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○種子島安納いものブランド化に向けた生産工程の改善

○安納いもを中心とした野菜経営体の育成

種子島安納いもの生産・販売体制の検討や種子島安納いも産地ビジョンを生産者，

関係機関と策定しました。生産・品質の安定を図るため実証ほを設置し，本ぽ型トン

ネル育苗の手引きを作成しました。
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重点品目のスナップえんどう，ばれいしょの病害虫対策やブロッコリーの課題整理

を行うために，技術改善に向けた実証活動，検討会等を開催しました。
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種子島安納いも産地ビジョン

１ 産地の理念
私たちは宇宙につながる雄大な空，果てしなく広がる碧い海，緑豊かな大

地に囲まれた種子島の大自然の中で，美味しい安納いもを安定的に生産する
ことに生きがいと喜びを感じ，安納いもの生産を通じ，種子島の発展に寄与
していきます。

種子島安納いもを国内はもとより，世界中の多くの皆様に食べていただく
ためのPR活動を行い，日々生産技術の研鑽に努め，品質と農家経営の安定を
図ります。

安心安全で信頼できる品質
納得の甘さとねっとりとした食感
いつも変わらない美味しさを
もっとこれからもずっと届けます

２ 目標年次

令和元年度を基準年度として，10年後の令和10年度までを
目標年度とする。

３ 産地のビジョンの方向性

（１）産地の取組「５つの安定」
（２）消費者に向けた取組「３つの納得」

バイオ苗の増殖に有効な種子島オリジナルの育苗技術

安納いも本ぽ型（トンネル）育苗の手引き

本ぽ型（トンネル)育苗は種子島の生産者が考案した
バイオ苗の増殖方法で，バイオ苗を本ぽに直接植え
ることで，大量にバイオ苗を増やすことができます。

本ぽ型トンネル育苗（トンネル設置状況） 採苗後の生育状況（トンネル除去後）

（H30～R1 新品種・新技術の確立支援事業活用）
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